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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　進化型ノードＢの組（ＥＮＳ１）のうちの少なくとも第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１
）と第２の進化型ノードＢ（ｅＮＢ２）とを備えるＬＴＥ電気通信ネットワークの少なく
ともプロキシ・ルータ（ＰＲ）によって実行される進化型ノードＢのオン／オフ・ステー
タスを管理するための方法であって、前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）は、第１の
ＳＣＴＰ接続（ＳＣＴＰ１）を経由して前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）に接続されており
、またノードＢの前記組（ＥＮＳ１）のうちの少なくとも前記第２の進化型ノードＢ（ｅ
ＮＢ２）は、第２のＳＣＴＰ接続（ＳＣＴＰ４）を経由して前記プロキシ・ルータ（ＰＲ
）に接続されており、前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）は、前記第１の進化型ノードＢと前
記第２の進化型ノードＢとの間の第１のＸ２ＡＰ関連付け（Ｘ２ＡＰ１１）を可能にして
おり、前記方法は、
・　前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）により、前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）との前記第１
の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）の前記第１のＳＣＴＰ接続についての任意の切断を検出す
るステップと、
・　ＳＣＴＰ接続を経由して前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）に接続されている進化型ノー
ドＢの前記組のうちの各進化型ノードＢに対して前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）による前
記第１のＳＣＴＰ接続（ＳＣＴＰ１）についての前記切断を示す、少なくともＸ２ＡＰス
トップ・メッセージを送信するステップと、
を含み、前記Ｘ２ＡＰストップ・メッセージは、
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　○　Ｘ２ＡＰ関連付けの終了を示し、
　○　前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）を識別する、
データを含む、方法。
【請求項２】
　ＳＣＴＰ接続を経由して前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）に接続されている進化型ノード
Ｂの前記組のうちの各進化型ノードＢは、前記プロキシ・ルータからＸ２ＡＰストップ・
メッセージを受信するときに、
・　前記切り離された第１の進化型ノードＢ（ＮＢ１）に対して任意のＸ２ＡＰメッセー
ジをトリガすることを停止するステップ、
を含む、前記方法の最後のステップを実行する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）は、前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）の、前記第
１のＳＣＴＰ接続によって知られているＩＰアドレスと、前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）
を経由して前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）とのＸ２ＡＰ関連付けを有する進化型
ノードＢの前記組（ＥＮＳ１）のうちの進化型ノードＢのＩＰアドレスのリストとの間の
対応テーブルを記憶する、請求項１乃至２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）は、Ｘ２ＡＰリンクが、前記第１の進化型ノー
ドＢ（ｅＮＢ１）と、前記第２の進化型ノードＢ（ｅＮＢ２）との間で開始されるときに
、Ｘ２セットアップ・シーケンス（２３）の第１のコンテナ（２４）の中に含まれるＸ２
ＡＰストップ・メッセージを送信する、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のコンテナ（２４）は、前記第２の進化型ノードＢ（ｅＮＢ２）に対して前記
セットアップ・シーケンスを転送するときに、前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）のメモリに
記憶され、また前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）のＩＰアドレスを用いて前記対応
テーブルに対してインデックス付けされる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）は、前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）との前記第
１のＳＣＴＰ接続の前記切断を検出するときに、ノードの前記組（ＥＮＳ１）ベースの少
なくとも前記第２の進化型ノードＢ（ｅＮＢ２）に対して前記第１のコンテナ（２４）を
自動的に送信する、請求項４乃至５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）は、１つのセルを有する低電力セルラ方式基地
局である、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）は、ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）である
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　進化型ノードＢの前記組（ＥＮＳ１）のうちの各進化型ノードＢは、ホーム進化型ノー
ドＢ（ＨｅＮＢ）である、請求項１乃至８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　メモリを備え、進化型ノードＢの組（ＥＮＳ１）のうちの少なくとも第１の進化型ノー
ドＢ（ｅＮＢ１）と第２の進化型ノードＢ（ｅＮＢ２）とを備えるＬＴＥ電気通信ネット
ワークにおいて接続されているプロキシ・ルータであって、前記第１の進化型ノードＢ（
ｅＮＢ１）は、第１のＳＣＴＰ接続（ＳＣＴＰ１）を経由して前記プロキシ・ルータ（Ｐ
Ｒ）に接続されており、また進化型ノードＢの前記組（ＥＮＳ１）のうちの少なくとも前
記第２の進化型ノードＢ（ｅＮＢ２）は、第２のＳＣＴＰ接続（ＳＣＴＰ４）を経由して
前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）に接続されており、前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）は、前
記第１の進化型ノードＢと前記第２の進化型ノードＢとの間のＸ２ＡＰ関連付け（Ｘ２Ａ
Ｐ１１）を可能にしており、前記ルータは、
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・　前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）との前記第１のＳＣＴＰ接続の任意の切断を
検出することと、
・　ＳＣＴＰ接続を経由して前記プロキシ・ルータ（ＰＲ）に接続されている進化型ノー
ドＢの前記組のうちの各進化型ノードＢに対して、Ｘ２ＡＰストップ・メッセージと示さ
れる、前記第１のＳＣＴＰ接続（ＳＣＴＰ１）の前記切断を示すＸ２ＡＰメッセージを送
信することと、
を可能にしており、前記Ｘ２ＡＰストップ・メッセージは、
　○　前記ＳＣＴＰ接続の終了を示し、
　○　前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）を識別する、
データを含む、プロキシ・ルータ。
【請求項１１】
　前記第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ１）との前記第１のＳＣＴＰ接続の前記切断を検出
するときに、ノードの前記組（ＥＮＳ１）ベースの少なくとも前記第２の進化型ノードＢ
（ｅＮＢ２）に対して前記Ｘ２ＡＰストップ・メッセージを自動的に送信する、請求項１
０に記載のプロキシ・ルータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サービスのネットワーク品質に評点を付けることなく、簡単にスイッチをオ
フにし、または切り離す可能性があるノードＢを備えるＬＴＥ電気通信ネットワーク分野
に関する。とりわけ、本発明は、Ｅ－ＵＴＲＡＮネットワークから切り離された、ＨｅＮ
Ｂと呼ばれており、またフェムト・セルとも呼ばれているホーム進化型ノードＢの、進化
型ノードＢ（ｅＮＢ）など、すぐ近くにある機器に警告することを可能にする方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　モバイル電気通信ネットワークにより、ユーザ機器（ＵＥ）のユーザは、いくつかのノ
ードＢ（ＮＢ）のうちの１つと、コア・ネットワークとを経由して他のそのようなユーザ
と通信することができるようになる。
【０００３】
　モバイル・ネットワーク・インフラストラクチャの最近の開発においては、新しいプロ
トコルが、電気通信機器の高密度な展開と、増大する数のユーザとをサポートするために
、必要であった。
【０００４】
　そうした状況において、ＬＴＥは、モバイル電話とデータ端末とについての高速データ
のワイヤレス通信のための規格である。それは、新しい変調技法を使用した容量と速度と
を増大させる、ＧＳＭ／ＥＤＧＥネットワーク技術と、ＵＭＴＳ／ＨＳＰＡネットワーク
技術とに基づいている。その規格は、３ＧＰＰ（第３世代パートナーシップ・プロジェク
ト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ））によ
って開発され、またそのリリース８ドキュメント・シリーズ（Ｒｅｌｅａｓｅ　８　ｄｏ
ｃｕｍｅｎｔ　ｓｅｒｉｅｓ）の中で、主要な仕様が記述されている。
【０００５】
　ｅ－ＵＴＲＡＮは、３ＧＰＰのロング・ターム・エボリューション・モバイル・ネット
ワークについての無線アクセス・ネットワークである。それは、ＬＴＥと呼ばれている、
またその頭字語が、Ｅ－ＵＴＲＡである「進化型ユニバーサル地上波無線アクセス（Ｅｖ
ｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ
）」として知られてもいるロング・ターム・エボリューションについての３ＧＰＰ作業項
目と称されることもある「進化型ＵＭＴＳ地上波無線アクセス・ネットワーク（ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ）」についての省略形である。
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【０００６】
　３ＧＰＰ規格の下では、ＵＴＲＡＮ基地局は、ノードＢ（Ｎｏｄｅ　Ｂ）と称されてお
り、またＥ－ＵＴＲＡＮ基地局は、ｅノードＢ（ｅＮｏｄｅ　Ｂ）またはｅＮＢと称され
る。
【０００７】
　「ノードＢ」は、ＧＳＭネットワークにおいて使用されるＢＴＳとして知られてもいる
基地トランシーバ局（ｂａｓｅ　ｔｒａｎｓｃｅｖｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）に対応してい
る。ノードＢは、以下の説明の中では、ＮＢと示されることもある。
【０００８】
　図１は、ｅ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャを説明しており、ここでｅＮＢは、スイッチＳ
Ｗを経由してダウンストリーム・リンクおよびアップストリーム・リンク１を通してユー
ザの機器ＵＥからコア・ネットワークへとデータ通信を集約することを可能にする。スイ
ッチは、ＭＭＥと、またそれが、コア・ネットワークに対するゲートウェイとして使用さ
れるときに、特にＭＭＥ／Ｓ－ＧＷと示されるモビリティ管理エンティティとすることが
できる。
【０００９】
　図１は、ｅＮＢが、互いの間の水平リンクを可能にするアーキテクチャを示すものであ
る。
【００１０】
　ｅＮＢは、Ｘ２インターフェースによって、互いに相互接続される。ｅＮＢはまた、Ｓ
１インターフェースによってＥＰＣ（進化型パケット・コア（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋ
ｅｔ　Ｃｏｒｅ））に、より詳細には、Ｓ１－ＭＭＥインターフェースによってＭＭＥ（
モビリティ管理エンティティ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ
））に、またＳ１－Ｕインターフェースによってサービング・ゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ（
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｇａｔｅｗａｙ））に接続される。Ｓ１インターフェースは、ＭＭＥ／
サービング・ゲートウェイと、ｅＮＢとの間の多対多の関係をサポートする。
【００１１】
　最近では、３ＧＰＰ標準化団体は、公式のアーキテクチャを採用しており、またホーム
基地局についての新しい規格についての作業を開始している。ホーム基地局が、ＬＴＥ規
格に従って動作している場合には、ホーム基地局は、時として、ＨｅＮＢと称されること
もある。類似したアーキテクチャが、ＷｉＭＡＸネットワークにおいて適用されることも
あるであろう。この場合には、ホーム進化型ノードＢは、一般に、フェムト・セルと称さ
れる。
【００１２】
　簡単にするために、本出願は、用語ＨｅＮＢを使用して、そのような任意のホーム基地
局について言及することになる。ＨｅＮＢは、一般的に、家の内部での無線カバレッジ（
例えば、３Ｇ／４Ｇ／ＷｉＭＡＸ）を提供することになるが、企業、モール、または屋外
において使用されることもある。それは、適切な公衆ネットワークを経由して（例えば、
ＡＤＳＬリンクを経由してインターネットに対して）、また３ＧＰＰ規格の場合には、一
般的に、いくつかのＨｅＮＢからのトラフィックを集約するオプションとしてのＨｅＮＢ
ゲートウェイ（ＨＮＢ－ＧＷ）を経由して、コア・ネットワークに接続することになる。
【００１３】
　以下の説明においては、異なるｅＮＢタイプが、考察されており、すなわち、
・　マクロ－ｅＮＢは、それ自体の必要条件に基づいて、オペレータによって展開され、
また維持される任意のｅＮＢについての同義語として使用される。
・　ＨｅＮＢと呼ばれるホームｅＮＢは、家にいるときに、一般的にエンド・ユーザによ
ってインストールされ、またより低い送信電力を有するただ１つのセルのピコｅＮＢとし
て最もよく説明される。ＨｅＮＢは、場合によっては、マクロ－ｅＮＢのために必要とさ
れるオペレーションと保守機能とのサブセットを必要とするだけである。ホームｅＮＢは
、マクロ・セルと同じ周波数レイヤ、ならびに異なるレイヤの上で展開されることもあり
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、またクローズド・ユーザ・グループだけに限定されることもある。
【００１４】
　図２は、
・　コア・ネットワークにアクセスするための、ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷと称されるようなスイ
ッチと、
・以下、すなわち、
　○　Ｓ１インターフェースを経由したスイッチとの接続と、
　○　Ｘ２インターフェースを経由した他のｅＮＢとの接続と
を可能にするｅＮＢと、
・ネットワークに対するモバイル・アクセスのローカル展開を可能にするＨｅＮＢであっ
て、
　○　コア・ネットワークにアクセスするための、ＨｅＮＢ　ＧＷと示される、Ｓ１イン
ターフェースを経由したスイッチ、例えば、特定のスイッチとの接続と、
　○　Ｘ２インターフェースを経由した他のＨｅＮＢとの接続と
を備えるＨｅＮＢと
を備える、典型的なＥ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャを示すものである。
【００１５】
　ＨｅＮＢの高密度な展開のシナリオにおいては、マクロｅＮＢに隣接するＨｅＮＢの数
は、大きくなる可能性があり、例えば、数百になることもある。
【００１６】
　Ｘ２ＡＰプロトコルを使用して、ｅ－ＵＴＲＡＮの内部のＵＥ（ユーザ機器）モビリテ
ィを取り扱い、またＸ２ＡＰプロトコルは、特に、以下の機能、すなわち、
・　モビリティ管理と、
・　負荷管理と、
・　一般的なエラー状況の報告を行うことと、
・　Ｘ２をリセットすることと、
・　Ｘ２をセットアップすることと、
・　ｅＮＢ構成のアップデートと、
を提供している。
【００１７】
　Ｘ２ＡＰという頭字語は、「Ｘ２アプリケーション・プロトコル」を意味している。プ
ロトコルであるＸ２ＡＰは、Ｘ２インターフェースの上で実装される。Ｘ２インターフェ
ース・レイヤ１の主要機能は、以下のようなものであり、すなわち、
・　物理媒体に対するインターフェース、
・　フレーム区画規定、
・　回線クロック抽出能力、
・　送信品質制御、
・　レイヤ１の警報の抽出および生成、
のようなものである。
【００１８】
　そのような数のＸ２接続を規定することおよび維持することは、とりわけ、その隣との
そのような多数のＳＣＴＰ関連付けを規定することおよび維持することに関して、マクロ
ｅＮＢにとって困難になる可能性がある。以下の説明においては、ＳＣＴＰという頭字語
は、「ストリーム制御送信プロトコル（Ｓｔｒｅａｍ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｔｒａｎｓｍｉ
ｓｓｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）」を意味している。それは、他のトランスポート・レイ
ヤ・プロトコルに類似した役割でサービスする、トランスポート・レイヤ・プロトコルで
ある。
【００１９】
　この課題は、現在、３ＧＰＰ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｈ（ｅ）ＮＢ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　
Ｓｔｕｄｙ　Ｉｔｅｍ　Ｒｅｌｅａｓｅ　１１の一部分として対処されている。
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【００２０】
　この作業の一部分として、３つのプロキシ問題解決手法が、提案されている。
【００２１】
　第１の問題解決手法は、それが、ＳＣＴＰルーティング・プロトコルにおいてのみ機能
し、またＸ２ＡＰ問題解決手法とは干渉しないという利点を提示する。プロキシ・ルータ
は、Ｘ２ＡＰプロトコルを終了させる必要がない。他方では、ｅＮＢと、ＨｅＮＢと、プ
ロキシとは、今日では存在していない非標準化されたＳＣＴＰを使用する必要がある。す
べてのノードは、この問題解決手法と準拠するように修正される必要がある。
【００２２】
　第２の問題解決手法は、プロキシにおいてＸ２ＡＰプロトコルを完全に終了させるが、
汎用の標準的なＳＣＴＰを再使用する利点を提示する。そのような問題解決手法は、プロ
キシが、高い複雑さを提示し、またすべてのＸ２ＡＰコンテキストと、ノードの振る舞い
とを維持するという不都合を提示する。
【００２３】
　「Ｘ２ルーティング・プロキシ」の問題解決手法と呼ばれる第３の問題解決手法は、そ
れが、Ｘ２ＡＰプロトコルの終了の観点からステートレス（ｓｔａｔｅｌｅｓｓ）状態の
ままに留まりながらも、すなわち、Ｘ２ＡＰコンテキストが、プロキシに記憶されず、Ｘ
２ＡＰのノードの振る舞いが実装されないままに留まりながら、既存のＳＣＴＰの上部で
機能するという利点を提示する。
【００２４】
　しかしながら、ＨｅＮＢがスイッチをオフにするときに、この問題解決手法には一つの
障害が見つかっている。実際には、このＨｅＮＢがもはや到達することができないことを
、マクロｅＮＢの中のピアＸ２ＡＰエンティティに通知する手段は、存在していない。こ
れは、マクロｅＮＢが、Ｘ２ＡＰメッセージを送信し続けることになり、また決して来な
いことになる応答を期待することを要求することを意味している。
【００２５】
　この問題に効率的に対処する実質的な問題解決手法は、これまでに提示されてきてはい
ない。したがって、デフォルトによる最良の既存の問題解決手法は、マクロｅＮＢが、応
答されていないＸ２ＡＰクラス１プロシージャ、すなわち、要求するノードによって応答
が期待されるプロシージャについての複数のトリガリングの後に、何かがピアＸ２ＡＰ　
ＨｅＮＢ上で間違っているということを検出することができることである。
【００２６】
　１つの不都合は、ｅＮＢの実装形態が、この種類の検出メカニズムを実装していないこ
ともあるマクロｅＮＢ実装形態において行われる選択に依存することである。その場合に
は、それは、クラス２プロシージャ、すなわち、要求するノードによって応答が期待され
ない場合のＸ２ＡＰプロシージャの場合を対象として含んではいない。
【００２７】
　現在の問題解決手法の主要な欠点は、ネットワークを飽和させる、増大された数の望ま
しくないメッセージからもたらされる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００２８】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　Ｒｅｌｅａｓｅ　８　ｄｏｃｕｍｅｎｔ　ｓｅｒｉｅｓ
【非特許文献２】３ＧＰＰ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｈ（ｅ）ＮＢ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｓｔ
ｕｄｙ　Ｉｔｅｍ　Ｒｅｌｅａｓｅ　１１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２９】
　本発明の一目的は、最先端技術の不都合のうちの少なくともいくつかを克服することで
ある。本発明のいくつかの実施形態は、望ましくないメッセージを抑制するとともに、ネ
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ットワークの混乱、およびネットワークの混雑状態を低減させることを改善し、またデー
タ・レートの最適化を改善することを可能にする。
【００３０】
　本発明の一目的は、進化型ノードＢの組のうちの第１の進化型ノードＢと、第２の進化
型ノードＢとを備えるＬＴＥ電気通信ネットワークの少なくともプロキシ・ルータによっ
て実行される方法を提供することであり、第１の進化型ノードＢは、第１のＳＣＴＰ接続
を経由してプロキシ・ルータに接続されており、また進化型ノードＢの組のうちの少なく
とも第２の進化型ノードＢは、第２のＳＣＴＰ接続を経由してプロキシ・ルータに接続さ
れており、プロキシ・ルータは、第１の進化型ノードＢと、第２の進化型ノードＢとの間
のＸ２ＡＰ関連付けを可能にするものである。
【課題を解決するための手段】
【００３１】
　本方法は、
・　プロキシ・ルータにおいて、プロキシ・ルータとの第１の進化型ノードＢの第１のＳ
ＣＴＰ接続についての任意の切断を検出するステップと、
・　第２の進化型ノードＢに対してプロキシ・ルータによる第１のＳＣＴＰ接続について
の切断を示す、少なくともＸ２ＡＰストップ・メッセージ（Ｘ２ＡＰ　ＳＴＯＰ　ｍｅｓ
ｓａｇｅ）を送信するステップと、
を含み、Ｘ２ＡＰストップ・メッセージは、
　○　Ｘ２ＡＰ関連付けの終了を示し、
　○　第１の進化型ノードＢを識別する、
データを含む。
【００３２】
　有利には、進化型ノードＢの組のうちの各進化型ノードＢに対してＸ２ＡＰストップ・
メッセージを送信するプロキシ・ルータは、ＳＣＴＰ接続を経由してプロキシ・ルータに
接続されている。
【００３３】
　有利には、ＳＣＴＰ接続を経由してプロキシ・ルータに接続されている進化型ノードＢ
の組のうちの各進化型ノードＢは、プロキシ・ルータからＸ２ＡＰストップ・メッセージ
を受信するときに、
・　切り離された第１の進化型ノードＢに対して任意のＸ２ＡＰメッセージをトリガする
ことを停止するステップ、
を含む、本方法の最後のステップを実行する。
【００３４】
　有利には、プロキシ・ルータは、第１の進化型ノードＢのＩＰアドレスの間の対応する
テーブルを記憶しており、ＩＰアドレスは、第１のＳＣＴＰ接続によって知られており、
また進化型ノードＢの組のうちの進化型ノードＢのＩＰアドレスのリストは、プロキシ・
ルータを経由した第１の進化型ノードＢとのＸ２ＡＰ関連付けを有する。
【００３５】
　有利には、Ｘ２ＡＰ関連付けが、第１の進化型ノードＢと、第２の進化型ノードＢとの
間で開始されるときに、第１の進化型ノードＢは、Ｘ２セットアップ・シーケンスの第１
のコンテナの中に含まれるＸ２ＡＰストップ・メッセージを送信する。
【００３６】
　有利には、第１のコンテナは、第２の進化型ノードＢに対してセットアップ・シーケン
スを転送するときに、プロキシ・ルータのメモリに記憶され、また第１の進化型ノードＢ
のＩＰアドレスを用いて、対応テーブルにインデックス付けされる。
【００３７】
　有利には、プロキシ・ルータは、第１の進化型ノードＢとの第１のＳＣＴＰ接続の切断
を検出するときに、進化型ノードＢの組のうちの少なくとも第２の進化型ノードＢに対し
て第１のコンテナを自動的に送信する。
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【００３８】
　有利には、第１の進化型ノードＢは、１つのセルを有する低電力セルラ方式基地局であ
る。
【００３９】
　有利には、第１の進化型ノードＢは、
－　ただ１つのセルと、
－　限られた消費電力、すなわち、１０００ｍワットよりも実質的に少ない消費電力を有
する機器と、
を備える進化型ノードＢである。
【００４０】
　第１の進化型ノードＢは、ＨｅＮＢと示され、またフェムト・セルとも呼ばれるホーム
進化型ノードＢである。
【００４１】
　有利には、進化型ノードＢの組のうちの各進化型ノードＢは、少なくとも２つのセルを
備える進化型ノードＢである。好ましい一実施形態においては、ノードＢの組のうちの各
進化型ノードＢは、ｅＮＢと示される進化型マクロ・ノードＢである。
【００４２】
　さらに、本発明の１つの他の目的は、メモリを備え、進化型ノードＢの組のうちの少な
くとも第１の進化型ノードＢと第２の進化型ノードＢとを備えるＬＴＥ電気通信ネットワ
ークにおいて接続されているプロキシ・ルータに関するものであり、第１の進化型ノード
Ｂは、第１のＳＣＴＰ接続を経由してプロキシ・ルータに接続されており、また進化型ノ
ードＢの組のうちの少なくとも第２の進化型ノードＢは、第２のＳＣＴＰ接続を経由して
プロキシ・ルータに接続されており、プロキシ・ルータは、第１の進化型ノードＢと、第
２の進化型ノードＢとの間のＸ２ＡＰ関連付けを可能にしており、そこではルータは、
・　第１の進化型ノードＢとの第１のＳＣＴＰ接続の任意の切断を検出することと、
・　第２の進化型ノードＢに対して、Ｘ２ＡＰストップ・メッセージと示される、第１の
ＳＣＴＰ接続の切断を示すＸ２ＡＰメッセージを送信することと
を可能にしており、Ｘ２ＡＰストップ・メッセージは、
　○　Ｘ２ＡＰ関連付けの終了を示し、
　○　第１の進化型ノードＢを識別する、
データを含んでいる。
【００４３】
　有利には、Ｘ２ＡＰストップ・メッセージは、第１の進化型ノードＢと、第２の進化型
ノードＢとの間のＸ２ＡＰ関連付けの、第１の進化型ノードＢに関連する第２の進化型ノ
ードＢを識別するデータを含んでいる。
【００４４】
　有利には、プロキシ・ルータは、第１の進化型ノードＢとの第１のＳＣＴＰ接続の切断
を検出するときに、進化型ノードＢの組のうちの少なくとも第２の進化型ノードＢに対し
て、第１の進化型ノードＢの対応するＩＰアドレスを自動的に送信する。
【００４５】
　さらに、本発明の１つの他の目的は、コンテナの中に含まれるＸ２ＡＰストップ・メッ
セージを生成すること、および送信することを可能にする第１の進化型ノードＢに関する
ものであり、コンテナは、Ｘ２ＡＰ関連付けが、第１の進化型ノードＢと、少なくとも第
２の進化型ノードＢとの間で開始されるときに、Ｘ２セットアップ・シーケンスの中に含
まれている。
【００４６】
　有利には、第１の進化型ノードＢは、ＨｅＮＢと示されるホーム進化型ノードＢである
。
【００４７】
　本発明のこれらの態様および他の態様は、参照が、図面に対して行われており、以下で
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説明される実施形態から明らかになり、またそれらの実施形態を参照して明らかにされる
であろう。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】ＬＴＥネットワークのｅ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャの一例を示す図である。
【図２】Ｘ２インターフェースと、Ｓ１インターフェースとを示すＬＴＥネットワークの
ｅ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャを示す図である。
【図３】本発明のプロキシ・ルータが、ｅＮＢと、ＨｅＮＢとの間のＸ２ＡＰ関連付けを
可能にする場合のｅ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャを示す図である。
【図４】本発明のプロキシ・ルータが、他の機器を用いてＨｅＮＢのスイッチをオフにす
ることを管理することを可能にする場合のｅ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャを示す図である
。
【図５】ＨｅＮＢのオン／オフ状態の動的管理のために、ＨｅＮＢと、プロキシ・ルータ
と、ｅＮＢとの間の交換するメッセージ・シーケンスを示す図である。
【図６】ＨｅＮＢのオン／オフ状態の動的管理のために、プロキシと、いくつかのｅＮＢ
との間の交換するメッセージ・シーケンスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　図３は、ｅＮＢと、ＨｅＮＢとの間のｅ－ＵＴＲＡＮインターフェース・ネットワーク
を表すものである。図３のネットワーク・アーキテクチャは、図２のアーキテクチャに類
似しているが、プロキシ・ルータは、ｅＮＢの組と、ＨｅＮＢとの間のＸ２関連付けを可
能にしている。プロキシ・ルータＰＲは、ｅＮＢと、ＨｅＮＢとの両方の各進化型ノード
とのＳＣＴＰ接続を確立することができる。
【００５０】
　図４は、ｅＮＢと、ＨｅＮＢとのＰＲインターフェースに焦点を当てたものである。
【００５１】
　プロキシ・ルータＰＲは、複数のＨｅＮＢとの異なるＳＣＴＰ接続を可能にする。図４
において、これらの接続が、すなわち、
－　接続が、ＨｅＮＢ１と示される第１のＨｅＮＢと、プロキシ・ルータＰＲとの間に確
立されるときのＳＣＴＰ１と、
－　接続が、ＨｅＮＢ２と示される第２のＨｅＮＢと、プロキシ・ルータＰＲとの間に確
立されるときのＳＣＴＰ２と、
－　接続が、ＨｅＮＢ３と示される第３のＨｅＮＢと、プロキシ・ルータＰＲとの間に確
立されるときのＳＣＴＰ３と、
が、示されている。
【００５２】
　プロキシ・ルータＰＲはまた、少なくとも１つのｅＮＢとの異なるＳＣＴＰ接続を可能
にする。図４において、この接続、すなわち、
－　接続が、ｅＮＢ１と示される第１のｅＮＢと、プロキシ・ルータＰＲとの間に確立さ
れるときのＳＣＴＰ４、
が示されている。
【００５３】
　上記で説明されるように、プロキシ・ルータは、進化型ノードＢの組のうちの異なるｅ
ＮＢとのいくつかの接続を有することができる。図４は、ｅＮＢと、プロキシ・ルータと
の間の１つのＳＣＴＰ接続に焦点を当てることを目指しているだけである。
【００５４】
　この構成においては、プロキシ・ルータＰＲは、ｅＮＢと、各ＨｅＮＢとの間の少なく
とも１つのＸ２ＡＰ関連付けをサポートすることができる。
【００５５】
　図４においては、これらの関連付けが、すなわち、
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－　関連付けが、ＨｅＮＢ１と、ｅＮＢ１との間に確立されるときのＸ２ＡＰ１１と、
－　関連付けが、ＨｅＮＢ２と、ｅＮＢ１との間に確立されるときのＸ２ＡＰ１２と、
－　関連付けが、ＨｅＮＢ３と、ｅＮＢ１との間に確立されるときのＸ２ＡＰ１３と、
が示されている。
【００５６】
　本発明の方法は、前記切り離されたＨｅＮＢとのＸ２ＡＰ関連付けを有する少なくとも
すべてのｅＮＢに対するＸ２ＡＰストップ・メッセージを生成するために、プロキシ・ル
ータと、１つのＨｅＮＢとの間のＳＣＴＰ切断を検出することを可能にする。
【００５７】
　ｅＮＢは、ＰＲと、ＨｅＮＢとの間のＳＣＴＰ切断を検出することができないので、本
発明の方法は、この切断についてｅＮＢに通知する手段を提供している。
【００５８】
　このプロシージャは、前記関連するｅＮＢによる、ネットワークの中のＸ２ＡＰメッセ
ージを、特に、Ｘ２ＡＰクラス１プロシージャおよびＸ２ＡＰクラス２プロシージャと称
されるメッセージをトリガすることを停止することを可能にする。
【００５９】
　ＨｅＮＢ切断、例えば、ＨｅＮＢ１の切断との関連では、本発明の方法の第１のステッ
プは、そのＨｅＮＢに対してＸ２ＡＰメッセージをトリガすることを停止するためにＸ２
ＡＰ関連付けが、終了される前記切り離されたＨｅＮＢ１とのＸ２ＡＰ関連付けを有する
ネットワークについて、いくつかのｅＮＢに対して示す新しいＸ２ＡＰメッセージを生成
することである。
【００６０】
　Ｘ２ＡＰストップ・メッセージの生成に関して、本発明は、第１の実施形態と、第２の
実施形態とを含む。
【００６１】
　本発明の方法の第１の実施形態においては、プロキシ・ルータは、それ自体が、このＸ
２ＡＰストップ・メッセージを生成することができる。それは、プロキシ・ルータが、前
記切り離されたＨｅＮＢ１とのＳＣＴＰ切断を検出し、また前記ＨｅＮＢ１との少なくと
もＸ２ＡＰ関連付けを有するすべての関係しているｅＮＢに対してＸ２ＡＰストップ・メ
ッセージを生成することができることを意味している。そのメッセージは、少なくともソ
ースＨｅＮＢ識別子を含んでいる。
【００６２】
　本発明の方法の第２の実施形態においては、Ｘ２ＡＰストップ・メッセージは、ＨｅＮ
Ｂによって生成され、また後の使用のために、すなわち、ＳＣＴＰ接続が切断されること
になるときに、前記Ｘ２ＡＰストップ・メッセージを記憶することができるプロキシ・ル
ータに対して送信される。この問題解決手法の１つの利点は、ＨｅＮＢが、そのようなメ
ッセージを生成するすべてのＸ２ＡＰスタックとプロシージャとを有することである。Ｈ
ｅＮＢは、Ｘ２ＡＰプロトコルを完全に終了しており、またこの問題解決手法は、その終
了から恩恵を受ける。
【００６３】
　その実施形態においては、Ｘ２ＡＰストップ・メッセージは、ソースＨｅＮＢ　ＩＤを
依然として含んでいる。
【００６４】
　Ｘ２ＡＰストップ・メッセージは、ＨｅＮＢによる第１のＸ２ＡＰメッセージとして送
信されるＸ２セットアップ要求／応答の中に含まれる新しい情報要素であるトランスペア
レントなコンテナの形式で含まれることもある。
【００６５】
　ＨｅＮＢによって送信される各Ｘ２ＡＰセットアップ要求／応答メッセージごとに、プ
ロキシ・ルータは、ＨｅＮＢのソースＩＰアドレスに加えて、受信されたコンテナを記憶
することができる。
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【００６６】
　代替的な一実施形態においては、プロキシ・ルータは、受信されたＸ２セットアップ要
求／応答に対応するターゲットｅＮＢのＩＰアドレスと、ＨｅＮＢのソースＩＰアドレス
とを記憶して、ソースＨｅＮＢが、Ｘ２ＡＰ関連付けを有するターゲットｅＮＢのＩＰア
ドレスのリストを構築することができる。
【００６７】
　図４または５の中のｅＮＢ１として、ＨｅＮＢとＸ２ＡＰにより関連付けられたｅＮＢ
は、そのコンテナを無視することができる。実際には、生成されたコンテナは、ＨｅＮＢ
１とプロキシ・ルータとの間のＳＣＴＰ切断が起きることになるときに、後で送信される
ことを目指しているだけである。
【００６８】
　本発明の方法の第２のステップは、プロキシ・ルータとのおのおの少なくとも１つのＳ
ＣＴＰ接続を有する、ネットワークのｅＮＢの組に対してＨｅＮＢ１についてのスイッチ
をオフにすることを示すＸ２ＡＰストップ・メッセージを送信することである。
【００６９】
　いくつかのｅＮＢに向かってＸ２ＡＰストップ・メッセージの送信に関して、本発明は
、既に説明された実施形態と組み合わされる可能性がある第１の実施形態と、第２の実施
形態とを備えている。
【００７０】
　第１の実施形態においては、所与の任意の時点において、プロキシは、各ＨｅＮＢ　Ｉ
Ｐアドレスについてのメモリの中に、ＨｅＮＢが、Ｘ２ＡＰ関連付けをセットアップして
いるｅＮＢに対応するＩＰアドレスの第１のリストを有する。
【００７１】
　第２の実施形態においては、プロキシ・ルータは、各ＨｅＮＢ　ＩＰアドレスのための
メモリの中に、プロキシ・ルータとのＳＣＴＰ接続を有するｅＮＢに対応するＩＰアドレ
スの第２のリストを有する。１つの利点は、そのリストが、プロキシ・ルータにおいて、
すべてのＨｅＮＢにとって固有とすることができることである。リストは、ルータにおい
てアクティブであるすべてのＳＣＴＰ接続を分析することにより、確立される可能性があ
る。この問題解決手法は、別の目的のためにルータにおいてすでに構成されているリスト
を構築する利点を有している。
【００７２】
　その代替案においては、Ｘ２ＡＰ関連付けの概念は、プロキシ・ルータからのの観点で
は、全く知られていない。そのことによりプロキシ・ルータについてのどのようなＸ２Ａ
Ｐの知識もすべて回避できるので、これは有利であるといえる。その問題解決手法におい
ては、プロキシ・ルータは、ＳＣＴＰ１が切り離されたときに、Ｘ２ＡＰプロトコルにつ
いてのどのような知識もなしにコンテナを送信するだけである。コンテナは、ターゲット
ｅＮＢによって分析され得るＸ２ＡＰストップ・メッセージを含んでいる。
【００７３】
　プロキシが、例えば、接続されていたＨｅＮＢが、ＳＣＴＰ接続を失うことによってス
イッチをオフにしていることを検出するときはいつでも、プロキシは、そのＨｅＮＢから
、すなわち、Ｘ２セットアップ・シーケンスにおいて、上記で定義される第１のリストま
たは第２のリストの中に含まれるＩＰアドレスを有するすべての接続されたｅＮＢに向か
って、以前に受信されたコンテナを送信する。
【００７４】
　ＨｅＮＢ　ＩＤを含むＸ２ＡＰストップ・メッセージを受信した後に、ｅＮＢは、この
特定のＨｅＮＢが、今ではスイッチをオフにしていることを知るようになる。その情報は
、そのＨｅＮＢを用いてそれ以上のＸ２ＡＰアクティビティをトリガすることをｅＮＢが
停止することを可能にする。
【００７５】
　本発明によれば、プロキシは、各ＨｅＮＢについて、１つのリストを、すなわち、選択
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される実施形態に応じた第１のリスト、または第２のリストを記憶する必要があるだけで
ある。リストは、興味のあるｅＮＢ、すなわち、切り離されたＨｅＮＢとのＸ２ＡＰ関連
付けを有するｅＮＢだけに対して送信するために、１つのコンテナに加えて、１組のｅＮ
ＢのターゲットＩＰアドレスを含むことができる。
【００７６】
　従って、プロキシがＸ２ＡＰプロトコルを完全に終了させない状態を維持する一方でＸ
２ＡＰメッセージを生成せずに、問題は解決される。１つの利点は、プロキシ・ルータが
、Ｘ２ＡＰコンテキストを記憶し、また保持しないことである。この利点はまた、プロキ
シ・ルータを１つの既存のネットワークの中でより相互運用可能に展開することも可能に
する。
【００７７】
　図５は、コンテナ２４が、プロキシ・ルータＰＲを通してｅＮＢ１とのＸ２ＡＰ関連付
けを確立するときに、Ｘ２セットアップ・シーケンス２３において、ＨｅＮＢ１によって
送信される場合の実施形態を示すものである。Ｘ２ＡＰ関連付けは、第１のＳＣＴＰ接続
２０と、第２のＳＣＴＰ接続２１とを経由してサポートされる。第１のＳＣＴＰ接続と、
第２のＳＣＴＰ接続とは、ＳＣＴＰプロトコルの特徴に起因して独立している。
【００７８】
　セットアップ・シーケンスは、Ｘ２セットアップ要求／応答であり、またそれは、一般
に、ソースＨｅＮＢ１　ＩＤと、ターゲットｅＮＢ１　ＩＤと、セットアップ構成に関す
る他の情報と、を含む。この実施形態においては、セットアップ・シーケンスはまた、Ｘ
２ＡＰストップ・メッセージを含むコンテナも含んでいる。
【００７９】
　それが、図５に示されているように、セットアップ要求／応答２３は、Ｘ２ＡＰ関連付
けを介してｅＮＢ１に対してＰＲによって転送される。
【００８０】
　一実施形態においては、転送されたセットアップ要求／応答２３は、コンテナ２４を含
むことができる。その実施形態においては、ＨｅＮＢ１からセットアップ情報を受信する
ｅＮＢ１は、そのコンテキストにおけるコンテナを無視することができる。
【００８１】
　別の実施形態においては、転送されたセットアップ要求／応答２３は、コンテナ２４を
含んではいない。その実施形態においては、ＨｅＮＢ１からセットアップ情報を受信する
ｅＮＢ１は、コンテナを受信しない。その場合には、プロキシ・ルータは、コンテナを記
憶し、またそれをセットアップ要求／応答データ２３から取り除くことができる。
【００８２】
　両方の上記の実施形態においては、ＨｅＮＢ１からの、生成されたＸ２ストップ・メッ
セージは、プロキシ・ルータＰＲによって記憶されて、後での使用のために、すなわち、
ＨｅＮＢ１が、スイッチをオフにされることになるときの使用のために、それを送信する
ことを目指しているだけである。
【００８３】
　プロキシ・ルータＰＲは、このＨｅＮＢ　ＩＰアドレスのために、コンテナを記憶する
。特定の一実施形態においては、ターゲットｅＮＢ１のターゲットＩＰアドレスは、Ｘ２
ＡＰ関連付けからの対応するＨｅＮＢ　ＩＰアドレスとともに記憶される。これらの情報
は、上記で説明されるようにリストとして記憶される可能性がある。
【００８４】
　ＨｅＮＢ１が、スイッチをオフにされ、またはネットワークから切り離されるときに、
ＨｅＮＢ１とＰＲとの間のＳＣＴＰ接続２０は、図５の上のコンテキスト２０’を参照す
ると、切り離されている。
【００８５】
　その場合には、プロキシ・ルータは、ＨｅＮＢ１のないことを検出し、またｅＮＢ１に
対してＳＣＴＰ接続２１を通して、セットアップ・シーケンス２３なしに、コンテナ２４
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【００８６】
　１つの利点は、プロキシ・ルータが、ｅＮＢ１とＨｅＮＢ１との両方についてのＸ２Ａ
Ｐコンテキストを知る必要がないことである。
【００８７】
　図６は、図６の上でｅＮＢ１と、ｅＮＢ２と称されるいくつかのｅＮＢが、プロキシ・
ルータに対するＳＣＴＰ接続を経由して接続されるという１つの場合を示すものである。
【００８８】
　プロキシ・ルータＰＲが、ＨｅＮＢ１の切断を検出するときに、プロキシ・ルータＰＲ
は、記憶されたリストの中のＨｅＮＢ１コンテナを取り出し、またリストのうちのすべて
のｅＮＢ　ＩＰアドレスに対してコンテナを送信する。
【００８９】
　上記で説明される一実施形態においては、リストは、プロキシ・ルータとのＳＣＴＰ接
続を有するすべてのｅＮＢに対応している。それは、ｅＮＢ１と、ｅＮＢ２とが、それぞ
れＳＣＴＰ接続２１と、ＳＣＴＰ接続２２とを有する場合に、プロキシ・ルータが、Ｈｅ
ＮＢ１の切断が起こるときに、それらのおのおのに対してコンテナ２４を送信することに
なることを意味する。
【００９０】
　本発明の問題解決手法の１つの利点は、ネットワークの混雑状態の緩和と、データ・レ
ートの最適化との観点から、ネットワーク特性を改善することにある。

【図１】

【図２】

【図３】
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